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相
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

「
長
時
間
労
働
の
規
制
」と
労
働

者
の
願
い
を
実
現
す
る
よ
う
な

口
ぶ
り
▼
今
の
国
会
は
「
働
き

方
改
革
国
会
」だ
と
安
倍
首
相
。

出
さ
れ
る
法
案
は
「
働
き
方
改

革
一
括
法
案
」。
中
身
は
、
労

基
法
の
労
働
時
間
規
制
を
受
け

な
い
労
働
者
を
つ
く
る
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
創

設
、
裁
量
労
働
制
の
対
象
を
ひ

ろ
げ
る
規
制
緩
和
。
や
っ
ぱ
り

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
だ
。
長
時
間

労
働
の
規
制
と
し
て
残
業
時
間

の
上
限
を
法
律
で
決
め
る
。
そ

れ
は
い
い
と
思
っ
た
ら
、
忙
し

い
時
期
は
月
１
０
０
時
間
の
残

業
を
合
法
化
す
る
「
過
労
死
製

造
法
案
」
だ
▼
さ
ら
に
、
雇
用

対
策
法
を
改
正
し
て
「
労
働
生

産
性
の
向
上
」「
多
様
な
就
業

形
態
の
普
及
」
を
目
的
に
か
か

げ
る
「
基
本
法
」
に
す
る
と

か
。
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
非
雇
用

型
労
働
を
広
げ
る
ら
し
い
。
労

働
法
が
適
用
さ
れ
ず
、
労
働
者

保
護
や
労
働
者
の
権
利
も
な
い

労
働
者
を
大
量
に
つ
く
り
、
財

界
が
求
め
る
「
生
産
性
の
向

上
」
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
？

▼
こ
れ
で
は
「
働
き
方
改
革
」

で
は
な
く「
働
か
せ
方
改
革
」。

財
界
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
働

か
せ
る
労
働
者
を
つ
く
る
法
案

で
は
な
い
か
。
変
な
法
案
は
絶

対
阻
止
。
８
時
間
働
い
た
ら
ま

と
も
に
暮
ら
せ
る
賃
金
と
働
く

ル
ー
ル
こ
そ
必
要
だ
。（
Ｍ
Ｙ
）

　

「
働
き
方

改
革
」、と
て

も
い
い
響
き

の
言
葉
。「
長

時
間
労
働
が

無
く
な
る
」

「
パ
ー
ト
の

待
遇
が
よ
く

な
る
」
と
期

待
し
て
し
ま

う
。
安
倍
首

TUBUYAKI

主
な
日
程

主
な
日
程

２月13日　最賃UPアクション学習会（19：00　ラボール第８）
２月19日　戦争法廃止！　街頭演説・デモ
 （18：30　京都市役所前）
２月21日　２.21府民大集会（19：00　みやこめっせ）
２月27日　「いのちの署名」提出大行動
 （12：00　府庁東門前）

集中して発言を聞く代議員

あいさつする梶川議長

組
織
拡
大
へ

組
織
拡
大
へ

全
力
を

全
力
を

　

組
織
拡
大
で
は
、「
拡
大
運
動

で
年
間
２
％
台
の
実
増
を
め
ざ

す
」（
京
建
労
）、「
高
雄
病
院
の

組
合
結
成
な
ど
で
97
年
以
降
最

高
の
現
勢
に
」（
医
労
連
）、「
労

組
の
見
え
る
化
を
め
ざ
し
て
門

前
宣
伝
を
継
続
。変
化
が
現
れ
、

分
会
も
結
成
」（
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
）、「
宇
治
の

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
組
合
を

結
成
」（
自
治

労
連
）
な
ど
の

発
言
が
あ
り
、

組
織
拡
大
の
決

意
を
固
め
合
い

ま
し
た
。

　

大
会
を
機

に
、
18
春
闘
勝

利
へ
全
力
で
取

り
組
み
ま
し
ょ

う
。

を
背
景
に
要
求
実
現
を
迫
る
」

（
全
印
総
連
）、「
３
月
の
統
一

行
動
に
向
け
、
ス
ト
権
を
確
立

し
て
た
た
か
う
」（
福
祉
保
育

労
）、「
要
求
交
流
で
互
い
に
励

ま
し
合
い
、
地
域
に
見
え
る
春

闘
に
す
る
」（
伏
見
地
区
労
）、

「
組
合
員
の
行
動
参
加
を
広
げ

る
工
夫
を
し
て
い
る
」（
北
上

地
区
労
）
な
ど
た
た
か
う
決
意

や
工
夫
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

で
は
、「
賃
上
げ
の
チ
ャ
ン
ス

だ
が
本
気
で
た
た
か
わ
な
い
と

勝
ち
取
れ
な
い
。
す
べ
て
の
仲

間
の
大
幅
賃
上
げ
求
め
て
た
た

か
う
」（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）、「
職
場

討
議
を
重
視
し
、
４
万
円
賃
上

げ
を
求
め
て
た
た
か
う
」（
医

労
連
）、「
企
業
内
最
賃
１
０
０

０
円
以
上
を
求
め
て
い
く
」

（
化
学
一
般
）、「
ス
ト
ラ
イ
キ

契
法
18
条
を
生
か
す
取
り
組
み

や
「
派
遣
社
員
の
直
用
化
を
実

現
、
直
用
化
ル
ー
ル
を
つ
く
ら

せ
た
」（
京
都
放
送
労
組
）
な

ど
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

全
組
合
員
参
加
の
要
求

全
組
合
員
参
加
の
要
求

討
議
、
ス
ト
を
含
む
多

討
議
、
ス
ト
を
含
む
多

様
な
統
一
行
動
を

様
な
統
一
行
動
を

　

賃
上
げ
・
要
求
実
現
の
課
題

の
要
求
を
要
求
書
に
盛
り
込

み
、
実
現
を
め
ざ
す
。
人
間
ら

し
く
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
求

め
る
、
③
憲
法
を
生
か
す
府
政

の
実
現
を
め
ざ
す
、
④
組
織
拡

大
に
全
力
を
あ
げ
る
、
⑤
「
安

倍
政
権
を
や
め
さ
せ
る
」
大
共

同
を
発
展
さ
せ
る
国
民
春
闘
に

す
る
―
と
い
う
５
点
を
提
起
し

ま
し
た
。

「
過
労
死
製
造
法
案
」＝

「
過
労
死
製
造
法
案
」＝

「
働
き
方
改
革
一
括
法

「
働
き
方
改
革
一
括
法

案
」の
阻
止
へ

案
」の
阻
止
へ

　

春
闘
方
針
で
は
「
働
き
方
改

革
一
括
法
案
」
阻
止
、
人
間
ら

し
く
働
く
ル
ー
ル
を
求
め
る
運

動
を
展
開
す
る
と
し
、
真
の
長

時
間
労
働
規
制
を
求
め
て
、
要

求
基
準
と
し
て
は
じ
め
て
労
働

時
間
規
制
要
求
を
①
週
15
時

間
、
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時

間
ま
で
と
す
る
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
、
②
11
時
間
以
上
の

勤
務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制

―
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
労

契
法
18
条
を
活
用
し
た
「
無
期

雇
用
転
換
」
を
求
め
る
取
り
組

み
を
強
め
る
こ
と
を
提
起
。
討

論
で
は
、「
無
期
転
換
の
前
倒
し

実
施
を
求
め
て
実
現
」（
生
協

パ
ー
ト
労
組
）、「
独
法
等
で
法

令
通
り
無
期
転
換
す
る
と
の
回

答
引
き
出
す
」（
府
職
労
連
）、

「
労
契
法
に
基
づ
き
４
月
に
３

人
の
組
合
員
が
無
期
転
換
に
」

（
京
都
放
送
労
組
）
な
ど
、
労

造
法
案
で
あ
り
、
残
業
代
ゼ
ロ

と
裁
量
労
働
制
を
全
体
に
ひ
ろ

げ
る
の
が
ね
ら
い
」
と
指
摘
、

法
案
阻
止
へ
全
力
を
あ
げ
る
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

来
賓
の
橋
口
紀
塩
国
民
春
闘

共
闘
委
員
会
事
務
局
長
か
ら
連

帯
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
池
田
事

務
局
長
が
18
春
闘
方
針
案
を
提

案
。
18
春
闘
の
基
本
方
針
を
①

「
す
べ
て
の
労
働
者
に
大
幅
賃

上
げ
」
を
掲
げ
、
ベ
ア
を
要
求

し
賃
上
げ
の
一
大
要
求
運
動
を

展
開
す
る
、
②
非
正
規
労
働
者

　

梶
川
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
８
時
間
働
け
ば
ま
と
も
に
暮

ら
せ
る
賃
金
と
雇
用
、
働
き
方

を
求
め
、
大
幅
賃
上
げ
・
ま
と

も
な
雇
用
・
均
等
待
遇
実
現
へ

全
組
合
員
参
加
で
18
春
闘
を
た

た
か
お
う
」
と
強
調
。
ま
た
、

安
倍
内
閣
が
今
国
会
で
成
立
を

狙
う
「
働
き
方
改
革
一
括
法

案
」
に
つ
い
て
、「
過
労
死
製

18
国
民
春
闘
ア
ピ
ー
ル

　

京
都
総
評
は
、
本
日
、
臨
時
大
会
を
開
催
し
、

す
べ
て
の
働
く
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、
18
国
民

春
闘
勝
利
を
め
ざ
し
て
総
決
起
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

い
ま
や
、
労
働
者
の
５
割
以
上
が
、
年
収
３
０

０
万
円
未
満
の
「
働
く
貧
困
層
」
と
な
り
、
非
正

規
雇
用
は
２
４
０
０
万
人
を
超
え
、
労
働
者
の
４

割
超
を
占
め
る
に
至
り
、
賃
上
げ
が
暮
ら
し
は
も

ち
ろ
ん
、
景
気
回
復
の
鍵
で
あ
る
こ
と
は
、
政
財

界
も
含
め
た
常
識
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ま
、
政
府
は
国
民
の
声
に
押
さ
れ
て
、「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」「
長
時
間
労
働
の
規
制
」
を

言
い
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
通
常
国
会
に
提
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
、「
働
き
方
改
革
一
括
法

案
」
は
、
労
働
者
・
国
民
の
願
い
と
は
か
け
離

れ
、
処
遇
格
差
と
長
時
間
労
働
を
固
定
化
す
る
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
自
民
党
は
、
通
常
国
会
に
、
戦
争
法

の
下
で
他
国
で
の
戦
闘
が
可
能
と
な
っ
た
自
衛
隊

の
憲
法
へ
の
明
記
、
９
条
の
平
和
条
項
の
形
骸
化

を
柱
と
す
る
改
憲
案
を
提
出
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
事
態
は
緊
迫
し
て
い
ま
す
。

　

18
春
闘
は
、
昨
秋
以
来
の
年
末
一
時
金
、
公
務

員
賃
金
の
闘
い
の
前
進
を
確
信
に
、
公
務
・
民
間

・
地
域
が
団
結
し
て
「
大
幅
な
賃
上
げ
で
、
フ
ト

コ
ロ
を
あ
た
た
め
て
、
地
域
も
元
気
に
し
よ
う
」

と
、
全
て
の
職
場
と
地
域
か
ら
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

・
大
幅
賃
上
げ
と
均
等
待
遇
を
求
め
て
総
決
起
す

る
正
念
場
の
春
闘
で
す
。
同
時
に
、
安
倍
政
権
の

下
で
の
改
憲
を
阻
止
す
る
、
労
働
組
合
の
存
在
意

義
を
か
け
た
春
闘
で
も
あ
り
ま
す
。

　

18
春
闘
で
私
た
ち
は
、「
だ
れ
で
も
月
額
２
万

円
以
上
、
時
間
額
１
５
０
円
以
上
の
賃
上
げ
」
を

要
求
し
、
大
企
業
の
行
き
過
ぎ
た
貯
め
込
み
を
労

働
者
と
下
請
け
へ
還
元
さ
せ
、
す
べ
て
の
労
働
者

に
ま
と
も
な
賃
金
を
保
障
し
、
安
定
し
た
雇
用
と

均
等
待
遇
の
実
現
を
求
め
て
た
た
か
い
ま
す
。

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
）
の
実
現
を
め
ざ
し
、
職
場
か
ら

36
協
定
を
見
直
し
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
勝
ち
取

る
と
と
も
に
、「
働
き
方
改
革
一
括
法
案
」
の
阻

止
を
め
ざ
し
ま
す
。
す
べ
て
の
争
議
の
勝
利
解
決

を
め
ざ
し
ま
す
。
社
会
保
障
の
連
続
し
た
改
悪
を

許
さ
ず
、
安
全
・
安
心
の
社
会
保
障
を
国
の
責
任

で
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

18
春
闘
で
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
統

一
署
名
」
に
全
力
を
上
げ
、
全
国
で
３
０
０
０
万

筆
、
京
都
で
60
万
筆
を
達
成
し
、
自
民
党
案
の
国

会
提
出
を
阻
止
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

い
ま
、
京
都
府
内
で
、
労
働
者
、
農
民
、
中
小

業
者
、
青
年
、
女
性
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
層
か
ら
の

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
現
職
知
事
が
、
安
倍

内
閣
の
悪
政
を
背
景
に
、
大
規
模
公
共
事
業
を
進

め
、
府
民
要
求
に
背
を
向
け
て
き
た
結
果
で
す
。

も
う
、
安
倍
内
閣
直
轄
の
知
事
は
御
免
で
す
。
新

人
同
士
の
闘
い
と
な
る
京
都
府
知
事
選
挙
は
、
憲

法
を
生
か
し
、
悪
政
の
防
波
堤
と
な
る
新
し
い
府

政
を
つ
く
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

18
春
闘
で
私
た
ち
は
、
府
民
と
力
を
あ
わ
せ
、

立
憲
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
暴
走
政
治
と
対

決
し
、
憲
法
が
生
か
さ
れ
、
労
働
者
・
国
民
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
日
本
と
京
都
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
組
織
の
拡
大
強
化
で
攻
勢
的
に
た

た
か
う
こ
と
を
め
ざ
し
、
総
決
起
す
る
こ
と
を
心

か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

 

２
０
１
８
年
１
月
27
日　
　

 

京
都
総
評
第
85
回
臨
時
大
会

　

京
都
総
評
は
１
月
29
日
、
第
85
回
臨
時
大
会
を
ラ
ボ
ー
ル

京
都
で
開
催
。
代
議
員
・
役
員
・
傍
聴
な
ど
１
５
０
人
が
参

加
、
25
人
が
発
言
（
文
書
発
言
１
）
し
、
活
発
に
討
議
し
て

２
０
１
８
年
京
都
国
民
春
闘
方
針
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
国
民
春
闘
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、「
す
べ
て
の

労
働
者
に
ま
と
も
な
賃
金
、
安
定
し
た
雇
用
と
均
等
待
遇
の

実
現
」「
働
き
方
改
革
一
括
法
案
の
阻
止
」「
府
民
と
力
を
あ

わ
せ
、
憲
法
が
生
か
さ
れ
、
労
働
者
・
国
民
が
豊
か
に
暮
ら

せ
る
日
本
と
京
都
の
実
現
」「
組
織
の
拡
大
強
化
」
に
む
け

て
総
決
起
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

18
春
闘
・
京
都
府
知
事
選
挙
勝
利
に
向
け
て
全
力
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

大
幅
賃
上
げ
、ま
と

大
幅
賃
上
げ
、ま
と

も
な
雇
用
、均
等
待

も
な
雇
用
、均
等
待

遇
実
現
へ

遇
実
現
へ

京都総評京都総評
第85回臨時大会第85回臨時大会

８時間働けばまとも８時間働けばまともにに暮らせる暮らせる
  賃金賃金とと雇用雇用のの実現を！実現を！

安
倍
９
条
改
憲
阻
止
！

安
倍
９
条
改
憲
阻
止
！  
憲
法
が
生
か
さ
れ
る
京
都
府
政
を
！

憲
法
が
生
か
さ
れ
る
京
都
府
政
を
！

京都総評の要求基準京都総評の要求基準
〇だれでも月額２万円以上、
　時間額150円以上の賃上げ

〇時間外労働の上限を週15時間、
　月45時間、年360時間までに

〇勤務時間インターバル規制（11時
　間以上のインターバル）を

〇雇用形態にかかわらず、
　時間額1000円以上の到達を

2018春闘2018春闘
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改
憲
阻
止
、知
事
選
勝
利
め
ざ
し
て

元
気
い
っ
ぱ
い

元
気
い
っ
ぱ
い

年
金
者
組
合

年
金
者
組
合

タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝・地
域
総
行
動・

タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝・地
域
総
行
動・

争
議
総
行
動

争
議
総
行
動

　

亀
岡
地
労
協
は
２
月
１
日
、

京
都
総
評
・
池
田
事
務
局
長
を

招
い
て
18
春
闘
共
闘
結
成
討
論

集
会
を
開
催
。
学
習
会
で
は
、

労
働
法
制
改
悪
の
危
険
な
内

容
、
知
事
選
選
挙
を
め
ぐ
る
情

勢
を
学
び
ま
し
た
。

　

「
組
織
拡
大
３
カ
年
計
画
を

策
定
し
、
平
和
に
関
心
寄
せ
る

青
年
の
要
求
に
応
え
る
取
り
組

み
の
中
で
今
年
度
純
増
を
達
成

し
た
」
な
ど
、
各
労
組
の
取
り

組
み
の
特
徴
や
経
験
、
到
達
点

を
交
流
し
ま
し
た
。

　

「
労
働
者
賃
金
が
上
が
る
中

で
仕
事
・
雇
用
が
守
ら
れ
る
」と

会
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
な
ど
裁

判
を
た
た
か
う
仲
間
を
相
互
支

援
し
、
す
べ
て
の
争
議
の
勝
利

解
決
を
め
ざ
す
総
行
動
も
同
時

に
行
い
ま
す
。

　

早
朝
宣
伝
、
昼
休
み
宣
伝
、

京
セ
ラ
前
宣
伝
、
夕
方
の
争
議

宣
伝
を
に
ぎ
や
か
に
行
い
、
争

議
の
勝
利
解
決
を
求
め
て
市
民

に
訴
え
ま
す
。
多
く
の
参
加
で

連
帯
・
激
励
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

習
会
な
ど
多
様
な
取
り
組
み
を

展
開
し
、
地
域
春
闘
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
争
議
の

す
べ
て
の
争
議
の

勝
利
解
決
め
ざ
し
て

勝
利
解
決
め
ざ
し
て

　

全
厚
生
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ａ
分
会
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
五
大
エ
ン
ボ
デ
ィ
分
会
な
ど

不
当
解
雇
と
た
た
か
う
仲
間
、

全
印
総
連
プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
分

会
や
生
協
パ
ー
ト
労
組
な
ど
不

当
労
働
行
為
と
た
た
か
う
仲

間
、
賃
金
差
別
な
ど
と
た
た
か

う
明
乳
争
議
団
、
年
金
引
下
げ

違
憲
訴
訟
、
京
自
教
光
悦
分

と
訴
え
、
京
都
府
内
に
賃
上
げ

の
風
を
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
総
行
動
で
は
、
労
組
・

職
場
訪
問
、
昼
休
み
デ
モ
、
行

政
へ
の
要
請
行
動
、
集
会
や
学

　

「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
を
」
と
運
動

を
す
す
め
、
年
金
引
下
げ
違
憲

訴
訟
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

り
添
い
、
憲
法
を
生
か
す
府
政

を
私
た
ち
の
手
で
つ
く
ろ
う
」

と
各
支
部
で
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
づ

く
り
、
宣
伝
行
動
な
ど
取
り
組

み
を
開
始
。「
平
和
憲
法
を
子

や
孫
の
代
に
引
き
継
ぐ
の
が
私

た
ち
の
役
割
」
と
改
憲
阻
止
に

向
け
て
３
０
０
０
万
署
名
の
取

り
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

１
月
31
日
に
60
数
人
が
参
加

し
て
旗
び
ら
き
を
開
催
。
詩

吟
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
笑
い

ヨ
ガ
、
民
謡
な
ど
の
披
露
や
う

た
ご
え
で
楽
し
み
ま
し
た
。
吉

田
委
員
長
は
「
改
憲
発
議
を
さ

せ
な
い
運
動
を
つ
く
ろ
う
。
知

事
選
挙
で
憲
法
が
生
き
る
府
政

実
現
へ
が
ん
ば
ろ
う
。
そ
し

て
、
楽
し
く
活
動
す
る
年
金
者

組
合
の
魅
力
を
語
り
、
５
８
０

０
人
の
現
勢
を
実
現
し
て
６
月

の
大
会
を
迎
え
よ
う
」
と
訴
え

ま
す
。
年
金
者
組
合
、
元
気
い

っ
ぱ
い
で
す
。

毎
回
の
裁
判
は
、
大

阪
地
裁
の
大
法
廷
を

埋
め
尽
く
す
組
合
員

が
傍
聴
に
参
加
。
裁

判
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
「
年
金
の
問
題

は
す
べ
て
の
世
代
の

問
題
だ
よ
」
と
現
役

世
代
や
若
い
世
代
の

人
た
ち
に
も
呼
び
掛

け
て
運
動
を
ひ
ろ
げ

て
い
ま
す
。

　

知
事
選
挙
に
向
け

て
、「
暮
ら
し
に
寄

　

２
月
期
を
職
場
・
地
域
で
の

要
求
討
議
と
春
闘
方
針
確
定
を

す
す
め
、
非
正
規
労
働
者

を
含
む
「
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
を
」
と
い
う

世
論
を
つ
く
り
、
争
議
の

勝
利
解
決
を
め
ざ
す
重
要

な
ヤ
マ
場
と
位
置
づ
け
、

中
心
の
行
動
と
し
て
、
２

月
16
日
（
金
）
に
一
斉
タ

ー
ミ
ナ
ル
宣
伝
・
地
域
総

行
動
・
争
議
総
行
動
を
一

体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
斉
タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝

で
は
、
元
気
に
街
頭
に
出

て
「
い
ま
こ
そ
賃
上
げ

を
」「
フ
ト
コ
ロ
を
あ
た

た
め
て
地
域
も
元
気
に
」

地
域
循
環
型
経
済
政
策
の
重
要
性

が
語
ら
れ
、「
労
働
者
の
フ
ト
コ
ロ

を
あ
た
た
め
て
地
域
も
元
気
に
」

と
い
う
世
論
を
つ
く
る
こ
と
や
、

地
域
要
求
に
基
づ
い
た
市
民
共
闘

の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
春
闘
も
知
事
選
も
地
域
の
取

り
組
み
が
大
切
」
と
が
ん
ば
る
決

意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

　18春闘をたたかう「戦術会
議」として開催。各産別の春
闘要求、戦術、取り組みの計

　毎月９日と29日に、安倍９
条改憲ＮＯ！3000万署名を集
める街頭署名行動を実施。今

画などを交流。３月15日の統
一行動日を中心にストライキ
などへ激励・相互連帯を強め
ること、いっせい宣伝行動の
計画などを相談し、意思統一
しました。

回は10人が参加し、署名の訴
え、ビラ配布を行いました。
とても寒い日でしたが、ポケ
ットから手を出しビラを受け
取る人、足を止め署名をする
人もありました。

18春闘単産代表者会議

安倍改憲許さんデー宣伝

２月２日２月２日

１月29日１月29日

２２月月1616日（金）日（金）　一斉ターミナル宣伝　一斉ターミナル宣伝
北　大　路 ７：45～８：15 責京都市職労、北上地区労
烏丸今出川 ７：45～８：15 責京都市職労、北上地区労
烏 丸 御 池 ７：45～８：15 責京都市職労、中京地区労
西　　　院 ７：45～８：15 責自治労連、西右京地区労
四 条 大 宮 ７：45～８：15 責自治労連
四 条 烏 丸 ７：45～８：15 責府職労連
烏丸丸太町 ７：45～８：15 責府職労連

近 鉄 東 寺 ７：45～８：15 責府職労連、南地区労、下京地区労
東 大 手 筋 ７：45～８：15 責府職労連、伏見地区労
四 条 京 阪 ７：45～８：15 責京教組、東山地区労
三 条 京 阪 ７：45～８：15 責京教組
神宮丸太町 ７：45～８：15 責京教組、左京地区労
山 科 椥 辻 ７：45～８：15 責京都市職労、山科地区労
Ｊ Ｒ 亀 岡 ７：45～８：15 責府職労連、亀岡地労協
ＪＲ西大路 ７：45～８：15 責京建労

【地域総行動分】
ＪＲ園部駅 ７：00～８：00 責船井地労協
ＪＲ丹波口 18：00～　　　 責下京地区労
阪 急 西 院 ７：30～８：00 責西右京地区労
阪急桂西口 ７：30～８：00 責西右京地区労
JR嵯峨北口 ７：00～７：30 責西右京地区労
京阪丹波橋 17：45～18：15 責伏見地区労
ＪＲ向日町 ７：15～８：00 責乙訓地労協
阪急長岡天神 ７：15～８：00 責乙訓地労協
阪急西山天王山 ７：15～８：00 責乙訓地労協

春闘・知事選勝利へ
地域地域がが主役主役

亀岡春闘共闘結成

「いまこそ賃上げを」と宣伝

１月31日、教文センターでの旗びらき

※２月２日現在
※各組織から最寄りの宣伝場所に参加しましょう

期

域
で

賃
上
げ
の
風
を

賃
上
げ
の
風
を

吹
か
せ
る
宣
伝
を

吹
か
せ
る
宣
伝
を

18春闘前半のヤマ場18春闘前半のヤマ場

に
参
加
し
よ
う

昼休み宣伝　　12：40～13：10　四条烏丸
京セラ前宣伝　15：10～15：40　京セラ本社前
争議支援宣伝　18：00～19：00　四条烏丸

争議総行動争議総行動
近鉄新田辺西口宣伝　７：00～８：00
 （明乳争議支援）
京都市役所前宣伝　　８：15～８：45
 （青いとり保育園争議支援）
KASインターナショナル社前宣伝　８：15～９：00
 （JMITU KSA争議支援）

〈
早
朝
宣
伝
〉

昼休み宣伝 12：40～13：10 四条烏丸

 （JMITU KSA争議支援）

各組織から最寄りの宣伝場所に参加しましょう

春 知事 勝利春 知事 勝利

ををを論論論内内内情情情をををるるる組組組成成成りりり点点点中中中ととと性性性ロロ」」、、闘闘闘取取取決決決

主催　実行委員会
（エキタス京都、京都総評、自由法曹団京都支部）

主催　実行委員会
（エ（エキタキタス京ス京都、都、京都京都総評総評、自、自由法由法曹団曹団京都京都支部支部））

　お金の流れを変えたら、生活も変わる。
でも、どうやって？
　京都大学の岡田知弘教授と京都を変える
「新しい経済モデル」について考えてみま
せんか。

京都京都のの底上げ底上げをを! ! 
シンポジウムシンポジウム

◎日時　２月12日（月・休）
　　　　　　13時30分から
◎会場　京都アスニー
　　　　　　第８研修室
◎内容　岡田知弘教授の講演と
　　　　パネルディスカッション
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